
 

 

 

 

 

体育大会に向けて 

                                    校長 菅原 尚志 

先日、例年より遅く、沖縄、奄美地方が梅雨入りしたとの報道がありました。まもなく関東甲信も梅雨入り

すると思いますが、この時期は気圧の変化による体調不良もあるそうなので、お気をつけください。 

さて、明日６月１日（土）は、いよいよ本校の５６回目となる体育大会です。中間考査が終わって、暑い中、

生徒は、毎日のように練習を重ねてきました。今年のスローガンである「獅子奮迅 ～ 勝利の女神を笑わせろ 

～ 」にあるように、生徒の皆さんの獅子のごとく、果敢に、また華々しく競技に挑む姿を期待しています。 

今回の体育大会は、１年生にとって、初めての体育大会になります。そして、２年生にとっては、昨年度の

経験を生かして取り組める２回目の体育大会、何より３年生にとっては、中学校生活で最後の体育大会になり

ます。どの学年、どの生徒の皆さんにとっても、思い出に残るすばらしい体育大会になってほしいと思います。 

さて、中学校の体育大会の運営に当たっては、全教職員で取り組みますが、先生方だけでなく、生徒の皆さ

んにも積極的に関わってもらっています。生徒による体育祭実行委員会を立ち上げて、実行委員が中心となっ

て体育大会の学年練習や全校練習に取り組んだり、生徒会・専門委員会とも連携して、準備や当日の運営を行

ったりします。また、本校の体育大会の特色として、実施する競技は、個人や学級で取り組む競技だけでなく、

全学年の１組、２組、３組の縦割りで取り組む演舞「ソーラン節」があります。この「ソーラン節」の練習で

も、生徒の演舞リーダーが中心となって、練習計画や陣形を考えて、練習に取り組んでいます。中学校の体育

大会は、生徒の皆さんで作り上げる、全生徒が主役といえる行事です。この学年を超えて、全生徒で取り組む

体育大会を成功させるために、生徒の皆さんに大切にしてほしいことが三つあります。 

第１に、「挑戦」です。本番当日は、個人種目や学級対抗の種目において、練習の成果を発揮し、練習時の

記録を超えられるよう頑張ってください。第２に、「係活動」です。生徒の皆さんで作り上げる中学校の体育

大会において、係活動は最も大切なものだと思います。係の仕事をしっかりと務めてください。また、係活動

のない生徒は、係の仕事に協力してください。第３に、「応援」です。競技中、一所懸命に取り組んでいる仲

間に向かって、応援席から大きな拍手や声援を送ってください。それと下級生の皆さんには、競技や係活動な

どで活躍する先輩の姿を、よく見て、七中の伝統を引き継いでほしいと思います。「挑戦」「係活動」「応援」

の三つを、生徒の皆さん全員が大切にして取り組めば、今度の体育大会はすばらしいものになるはずです。 

最後になりますが、現在、体育大会本番に向け、生徒たちの練習にも熱が入るところですが、熱中症対策と

して、帽子の着用や練習中も休憩時間を設定し、水分を取るようにしています。 

御家庭でも、夜更かしをせず、しっかりと休息をとる

ことや、朝食をしっかりとるなど、本番に向け、体調を

整えられるよう御協力をお願いします。そして、本番当

日は、保護者の皆様、地域の皆様には、ぜひ御来場いた

だき、生徒の活躍する姿に御声援をいただければと思い

ます。 
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令和5年度に離任された先生方から ②  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

保健体育科  髙野次郎先生 

 七中では多くのことを学びました。 

「努力にまさる力はなくして 至誠にまさる技はなし」まさに生きる道はここにあり。 

「育む生命」体育館棟入口にある大きな球体を3本の柱で支えるモニュメント。一説に

よると3本の柱は「保護者・教員・地域」の大人が大切な球体「子ども」を大人が一丸

となり育てていこう、という意味があると伺いました。 

七中は小規模ではありますが、ここでしかできない教育もありました。生徒を育てる教

員として、私自身も子供たちを筆頭に保護者の方や地域の方に育てていただきました。

大変お世話になりました。 

 

 

音楽科 今瀬愛実 先生 

約6年間、この府中第七中学校に勤めさせていただきました。大学を卒業して、社会

人としても教師としても未熟な私を育ててくれたのがこの府中七中でした。 

人懐っこい生徒のみなさんといつでも優しく見守ってくださる先生方が七中の魅力

だと思います。本当にたくさんお世話になりました。授業では、全校生徒のみなさん

と関わり、毎日たわいのない会話ができて、とても楽しかったです。 

離任式で、「後悔のない選択をし、悔いの残らない人生を送ること」についてお話を

しました。人生には、選択をして生きていかなければいけないことがたくさんありま

す。 

私も、今までの選択肢を一つでも違っていたら、今の私はいません。もちろん思い返

すと「あの選択肢を選んでいればよかった」と思うことはありますが、教師という職

業に就き、府中七中でみなさんと過ごせてよかったです。 

やる・やらないの選択肢を与えられることが多いと思いますが、ぜひ色々なことにチ

ャレンジしていってください。やる前から、「どうせできない」とあきらめずに、ま

ずは「やってみよう！」という前向きな気持ちで挑戦してみてください。どんなこと

でも前向きで明るい人には、そういう人が寄ってきてくれます。 

これからの皆さんに明るい未来が待っています。今までありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学科 小川 容子 先生 

府中第七中学校のみなさん、こんにちは。 

私はこの七中に６年間お世話になりました。本当は皆さんの対面で今までの感謝を伝えたかった

のです、文面での挨拶をする無礼をお許しください。 

 ６年前、私はここ七中へやってきました。中学校の先生を始めてから4年目、初めての異動で

正直とても不安でした。しかし、当時受け持った、あなた方の先輩もあなたたちと同じようにと

ても明るく元気で、生徒皆さんのほうから話しかけてくれたので１週間もしないうちに不安はど

こかへいってしまい、毎日学校に来るのが楽しくなりました。 

 この七中の大好きなところはたくさんありますが、特に２つのことについてお話ししたいと思

います。 

 私の七中の好きなところ１つめは、みなさんと学習する数学の授業です。どうして楽しかった

かというと、私の投げかけた問いに対して一生懸命、考え解こうとしてくれる姿がみなさんにあ

ったからです。そんな真剣な姿があったからこそ、私もみんなができるようになるためにはどう

したらいいか、授業の構成や発問を懸命に考えました。授業は生徒と教員のキャッチボールで成

り立ちます。みんなと行う数学のキャッチボールはとっても楽しかったです。 

 私の七中の好きなところ２つめは、体育大会や合唱コンクールといった学校行事です。実行委

員を中心として、各学級で作戦を考え、学級が１つにまとまるだけでなく、ライバルをたたえ学

年で行事を作ろうというまとまりができるところが素晴らしいからです。特に最上級生である３

年生のプライドは受け継いでいってほしいなと思います。 

 私はこの６年間で、多くのことを学びたくさんの笑顔をもらいました。本当にありがとうござ

いました。皆さんから頂いた笑顔をお守りに次の学校でも頑張っていこうと思います。 

 

 

先生方、お世話になりました。今後の益々のご活躍をお祈り申し上げます。 

体育大会 

プログラム表紙絵・挿絵 

 


